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【公表日】平成30年10月25日(2018.10.25)
【年通号数】公開・登録公報2018-041
【出願番号】特願2018-517133(P2018-517133)
【国際特許分類】
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   Ｇ０１Ｎ  33/53     (2006.01)
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   Ａ６１Ｐ   25/28     　　　　
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   Ａ６１Ｋ   38/17     １００　
   Ｇ０１Ｎ   33/53     　　　Ｎ
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【手続補正書】
【提出日】令和1年9月20日(2019.9.20)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　胎児又は小児における自閉スペクトラム症の抑制又は発生減少のため、妊娠した母親に
おける使用のための組成物であって、
　Ｃａｓｐｒ２に対する抗体に結合する作用物質であって、前記作用物質は、Ｃａｓｐｒ
２の細胞外部分の配列を含むペプチドを含む作用物質、及び
　任意に、ＫＣＮＡＢ２に対する抗体に結合する作用物質、ＫＣＮＡＢ１に対する抗体に
結合する作用物質、内皮インテグリンリガンド（ＥＤＩＬ３）に対する抗体に結合する作
用物質、ＩＶＤに対する抗体に結合する作用物質、脳特異的スルホトランスフェラーゼ（
ＳＵＬＴ４Ａ１）に対する抗体に結合する作用物質、ＴＮＩＰ２に対する抗体に結合する
作用物質、レチノイン酸誘導性タンパク質１６（ＲＡＩ１６）に対する抗体に結合する作
用物質又はＧＤＰ　Ｄ５に対する抗体に結合する作用物質であって、前記作用物質は、Ｋ
ＣＮＡＢ２、ＫＣＮＡＢ１、ＥＤＩＬ３、ＩＶＤ、ＳＵＬＴ４Ａ１、ＴＮＩＰ２、ＲＡＩ
１６又はＧＤＰ　Ｄ５の細胞外部分の配列を含むペプチドをそれぞれ含む、作用物質
を含む、前記組成物。
【請求項２】
　胎児又は小児における自閉スペクトラム症の抑制又は発生減少するための血液を調製す
る方法であって、Ｃａｓｐｒ２に対する抗体の血中レベルを減少させるために、胎児を身
ごもっている母親から予め取得された血液を、Ｃａｓｐｒ２に対する抗体に結合する作用
物質であって、前記作用物質は、Ｃａｓｐｒ２の細胞外部分の配列を含むペプチドを含む
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作用物質と体外で接触させることを含み、
　任意に、ＫＣＮＡＢ２に対する抗体に結合する作用物質、ＫＣＮＡＢ１に対する抗体に
結合する作用物質、内皮インテグリンリガンド（ＥＤＩＬ３）に対する抗体に結合する作
用物質、ＩＶＤに対する抗体に結合する作用物質、脳特異的スルホトランスフェラーゼ（
ＳＵＬＴ４Ａ１）に対する抗体に結合する作用物質、ＴＮＩＰ２に対する抗体に結合する
作用物質、レチノイン酸誘導性タンパク質１６（ＲＡＩ１６）に対する抗体に結合する作
用物質又はＧＤＰ　Ｄ５に対する抗体に結合する作用物質であって、前記作用物質は、Ｋ
ＣＮＡＢ２、ＫＣＮＡＢ１、ＥＤＩＬ３、ＩＶＤ、ＳＵＬＴ４Ａ１、ＴＮＩＰ２、ＲＡＩ
１６又はＧＤＰ　Ｄ５の細胞外部分の配列を含むペプチドをそれぞれ含む、作用物質と、
ＫＣＮＡＢ２、ＫＣＮＡＢ１、ＥＤＩＬ３、ＩＶＤ、ＳＵＬＴ４Ａ１、ＴＮＩＰ２、ＲＡ
Ｉ１６又はＧＤＰ　Ｄ５に対する抗体の血中レベルをそれぞれ減少させるために接触させ
ることを含む、方法。
【請求項３】
　前記組成物が、Ｃａｓｐｒ２、ＫＣＮＡＢ２、ＫＣＮＡＢ１、ＥＤＩＬ３、ＩＶＤ、Ｓ
ＵＬＴ４Ａ１、ＴＮＩＰ２、ＲＡＩ１６又はＧＤＰ　Ｄ５の細胞外部分の配列を含むペプ
チドを含む、請求項１に記載の組成物。
【請求項４】
　ＫＣＮＡＢ２に対する抗体に結合する作用物質を含む、請求項１に記載の組成物。
【請求項５】
　ＥＤＩＬ３に対する抗体に結合する作用物質を含む、請求項１に記載の組成物。
【請求項６】
　ＩＶＤに対する抗体に結合する作用物質を含む、請求項１に記載の組成物。
【請求項７】
　ＳＵＬＴ４Ａ１に対する抗体に結合する作用物質を含む、請求項１に記載の組成物。
【請求項８】
　ＴＮＩＰ２に対する抗体に結合する作用物質を含む、請求項１に記載の組成物。
【請求項９】
　ＲＡＩ１６に対する抗体に結合する作用物質を含む、請求項１に記載の組成物。
【請求項１０】
　ＧＤＰ　Ｄ５に対する抗体に結合する作用物質を含む、請求項１に記載の組成物。
【請求項１１】
　ＫＣＮＡＢ１に対する抗体に結合する作用物質を含む、請求項１に記載の組成物。
【請求項１２】
　前記作用物質は、Ｃａｓｐｒ２の細胞外部分の配列を含むペプチドを含む融合タンパク
質を含む、請求項１に記載の組成物。
【請求項１３】
　前記Ｃａｓｐｒ２、ＫＣＮＡＢ２、ＫＣＮＡＢ１、ＥＤＩＬ３、ＩＶＤ、ＳＵＬＴ４Ａ
１、ＴＮＩＰ２、ＲＡＩ１６又はＧＤＰ　Ｄ５は、ヒトである、請求項１に記載の組成物
。
【請求項１４】
　前記任意の作用物質は、各々、ＫＣＮＡＢ２、ＫＣＮＡＢ１、ＥＤＩＬ３、ＩＶＤ、Ｓ
ＵＬＴ４Ａ１、ＴＮＩＰ２、ＲＡＩ１６又はＧＤＰ　Ｄ５の細胞外部分の配列を含むペプ
チドを含む融合タンパク質をそれぞれ含む、請求項１に記載の組成物。
【請求項１５】
　前記融合タンパク質は、免疫グロブリンＦｃ配列を含む、請求項１２に記載の組成物。
【請求項１６】
　前記免疫グロブリンは、ＩｇＧである、請求項１５に記載の組成物。
【請求項１７】
　前記母親は、前記母親の血液の試料中のＣａｓｐｒ２、ＫＣＮＡＢ２、ＫＣＮＡＢ１、
ＥＤＩＬ３、ＩＶＤ、ＳＵＬＴ４Ａ１、ＴＮＩＰ２、ＲＡＩ１６又はＧＤＰ　Ｄ５に対す
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る抗体のレベルを定量し、こうして定量されたレベルを、それぞれの抗体の予め規定され
たコントロールレベルと比較することを含む方法によって、その胎児において自閉スペク
トラム症の危険性があると予め診断されており、ここで、コントロールレベルを上回る該
試料中の抗体レベルが測定されることで、前記母親は、その胎児において自閉スペクトラ
ム症の危険性があると診断される、請求項２に記載の方法。
【請求項１８】
　妊娠見込みのある母親の胎児又は小児が自閉スペクトラム症を呈する可能性を判断する
方法であって、その母親の血液から予め取得された試料中のＣａｓｐｒ２、ＫＣＮＡＢ２
、ＫＣＮＡＢ１、ＥＤＩＬ３、ＩＶＤ、ＳＵＬＴ４Ａ１、ＴＮＩＰ２、ＲＡＩ１６又はＧ
ＤＰ　Ｄ５の１種以上に対する抗体のレベルを定量し、各々の定量されたレベルを、それ
ぞれの抗体について予め決められたコントロールレベルと比較することを含み、ここで、
Ｃａｓｐｒ２、ＫＣＮＡＢ２、ＫＣＮＡＢ１、ＥＤＩＬ３、ＩＶＤ、ＳＵＬＴ４Ａ１、Ｔ
ＮＩＰ２、ＲＡＩ１６又はＧＤＰ　Ｄ５の１種以上に対する１種以上の抗体の高められた
力価は、妊娠見込みのある母親の胎児又は小児が自閉スペクトラム症を呈する可能性が高
いことを示すものである、方法。
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